





















きこもりや家庭内暴力の相談が増えた。彼らの        Ⅱ.研究方法
特徴は, 自己判断 。自己決定し,そのことにつ
いて自己責任をとることが出来ず,感情的な自  1.研究期間
己コントロールもできない,つまり心理的自立   2008年1月から2009年月
ができていない状態であった。また,相談家庭  2.研究対象
への関わりの中でみえてきたのが,親子関係が   CiNii(NH論文情報ナビゲータ)で,「心理
子どもの自立を妨げているのではないかという  的自立」,「精神的自立」,「青年期, 自立」,「大'こと,その親子関係に夫婦関係の問題が影響し  学生,自立」,「高校生,自立」,「中学生,自立」
ているのではないかということであった。     のキーワードで検索を行った。対象とした研究
心理的自立は,青年期の発達課題の一つであ  論文は1968年以降から2008年に至るまでに投稿
る。福田 (1991)は,社会的不適応には,心理  された研究論文である。
的自立に関する深刻な葛藤が背景に存在すると  3.分析方法































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































子青年の場合 ―,The」apaneSe JOurnal of












































































渡邊恵子 (1992):自立と 己の性の受容 (2)
一性差の検討―, 日本女子大学紀要 (人間
社会学部),3,1-14.
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⑥ 文 献 (引用文献のみ記載する)
⑦ 英文表題:英文表題からはページを新しくし,各単語の1字目は大文字とする。
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